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1. 【調査：投資家指数】  

タイ資本市場連合会（FETCO）は11月、３か月後（2024年2月）の景気を予想する投

資家信頼感指数（ICI）を発表した。 

FETCO ICI 評価基準 非常に好感(160 - 200)、好感(120 - 159)、Neutral(80 - 119)、弱気(40 - 79)、非常に弱気(0 - 39) 

来年2月のFETCO指数（全体）は98.6となり、前月の76.9から22ポイント上昇し、弱

気ゾーンからニュートラルゾーンに返り咲いた。最も高い値を示したのは、機関投

資家で135.7となりV字回復となった。要因として、タイ政府の景気刺激策や金利の

安定、投資資金の流入などがある。一方、不安材料として、国内経済の後退、ウク

ライナ侵攻、イスラエルの軍事衝突、中国経済の低迷などが挙がっている。 

 

出所：https://www.fetco.or.th 
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2. 【調査：景況感指数】  

タイ商工会議所大学（UTCC）は、11月の景気指数（企業景気、消費者信頼感、SME投

資妥当）を発表した。 

11月のUTCC会員企業景気指数は54.3、SME投資妥当指数は54.3、消費者信頼感指数は

60.9となった。SMEと消費者信頼感指数は4か月連続で上昇中だが、企業景気指数は前月

から下降線となっている。要因として、Q3のGDPが予測値を下回ったことや、世界経済

の低迷、ウクライナ侵攻、ガザ地区の問題など解決の糸口が見えない状況への嫌気など

が挙がっている。 

 

出所：https://www.utcc.ac.th 

 

3. 【調査：地域経済指数】 

タイ財務省財政局は、11月の地域経済指数（Thailand Regional Economic 

Sentiment Index: RSI）を発表した。 

RSI指数は0～100までを基準とし、「50：前月と変わらない」、「＞50：前月から良くなった」、「＜50：前月から

悪くなった」となる。 
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11月のRSIは、EEC（東部経済回廊）がトップとなり、東部、西部と続いた。最下位

は北部となった。低い指数を示したセクターは農業となっており、バンコク周辺、

北部や中部、南部は、エルニーニョ現象の洪水被害や国内需要減の影響を受けてい

るもよう。とはいえ、全ての地域で５０の指数を大きく超えていることもあり、タ

イ経済は堅調に推移している。 

 

出所：https://www.fpo.go.th/ 
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